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【９月の行事予定】 ○数字は学年、数字は授業時間数です。 
日 曜  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥  日 曜  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 日 ★       
 

17 火 
56年授業公開（5校時） 

56年保護者会 区 SC 
5 6 6 6 5 5 

2 月 4時間授業 給食始 区 SC 4 4 4 4 4 4  18 水 4時間授業 ファミリーの日 4 4 4 4 4 4 

3 火 6年身体計測 5 6 6 6 6 6  19 木 4時間授業 避難訓練 都 SC 4 4 4 4 4 4 

4 水 

5年身体計測  

1年 JRC入団式 

4年岩井説明会 

5 5 5 5 5 5 

 

20 金 
12年授業公開（5校時） 

12年保護者会 
5 5 6 6 6 6 

5 木 
4年身体計測 あいさつ運動始 

委員会（6 年卒業アルバム撮影） 
5 5 5 5 6 6 

 
21 土        

6 金 3年身体計測 区 SC 5 5 6 6 6 6  22 日 秋分の日 ★       

7 土         23 月 振替休日（秋分の日）★       

8 日 ★       
 

24 火 
34年 5組み授業公開 

34年 5組保護者会 区 SC 
5 6 5 5 6 6 

9 月 

プール納めの会 2年身体計測 

きょうだいタイム  

6年都美術館鑑賞 都 SC 区 SC 

5 5 5 6 6 6 

 

25 水 4時間授業 4 4 4 4 4 4 

10 火 安全指導日 1年身体計測 5 6 6 6 6 6 
 

26 木 
123年 5組写生会 クラブ 都 SC 

6年卒業アルバム写真撮影 
5 5 5 6 6 6 

11 水 5組身体計測 5 5 5 5 5 5 
 

27 金 
123年 5組写生会予備日 

あいさつ運動終 
5 5 6 6 6 6 

12 木 5年側わん症検診 5 5 5 5 5 5  28 土        

13 金 5組滝二小との交流 5 5 6 6 6 6  29 日 ★       

14 土         30 月 4年宿泊行事事前健診 区 SC 5 5 5 6 6 6 

15 日 ★                 

16 月 敬老の日 ★                 

★印は校庭開放日（13時30分から15時30分まで） 

2学期に向けて、充実した教育活動を 

子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。日に焼けて、夏休みの出来事を楽しそうに話してくれる

姿から、一回り逞しくなったように感じます。猛暑のため、７月末の夏季水泳教室は２回しか実施できま

せんでした。６年生の日光高原学園は、より充実した３日間にしようと、自分の役割をすすんで果たし仲

間を思いやる行動があちらこちらに見られ、成長が感じられるものでした。各家庭におかれましても、有

意義な夏休みとなったことでしょう。また、ラジオ体操等地域の皆様にお世話になり、感謝いたします。 

９月は、１学期の締めくくりの時期でもあります。また、１年間の折り返し地点でもあり、児童一人一

人の成長を確かめ、２学期に向けてビジョンを立てる時期でもあります。私自身も、校長として、学校経

営方針で立てた、「学ぶ喜び、深める楽しさが実感できる授業改善」がどこまで進んだか、「一人も残ら

ず幸福に」がどこまで実現できたか、振り返ってみました。 

児童にとって幸福とは、「日々の学校生活が楽しい」「学ぶことが楽しい」「仲間とともにやり遂げる

楽しさを実感できる」「自分のよさを存分に発揮し自己肯定感をもてる」ことなどが挙げられます。その

ために、誰もが楽しいと思える「できた・わかった」授業をめざし、国語科を中心にユニバーサルデザイ

ンの授業研究を進めています。また、６月に北区内の小中学校で実施したWEBQU（学級満足度調査）で

は、１９学級中１２学級が親和型に属し、７学級にかたさやゆるみが見られました。学級集団の状態を見

直し、安定化と活性化を図っていきたいと思います。また、全体の７割の児童が満足群に属していた一

方、要支援群やいじめ・不登校の可能性が高いと判定された児童について、学級担任のみならず、専科教

員やSC等学校全体で共有し、夏休み明けの様子を丁寧に見てまいります。 

 学校は、子供たちにとって一つの社会であり、学習のみならず集団の中で様々なことを学ぶ場所であり

ます。目の前の課題をどう解決するか、自分と考えの違う仲間たちとどう折り合いをつけて物事を進めて

いくか、思った通りにいかなかったらどう新たな方法を考え出すか、何事にも主体的に取り組む中で、身

に付くことは多いです。様々な機会を通して、子供一人一人のよさや可能性を見いだし、自信をもって自

分らしさを発揮していけるよう、教職員が一丸となって教育活動を進めてまいります。 


